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 LEP: Liquid Electrode Plasma（液体電極プラズマ） 

貴金属(Au, Pt, Pd, Rh)の 

同時分析・同時濃縮 
 

 

ハンディ元素分析器MH-5000を用いて、廃棄物中に含まれる微量の貴金属(Au, Pt, Pd, Rh)を同時

分析します。 

 

 

廃棄物に含まれる貴金属は微量かつ他の成分が混在しており、分離・濃縮などの前処理が重要です。 

Auと Ptのピーク、Pdと Rhのピークは、互いに近接しています。また、Pdと Rhのピークは水

由来のピークに近接しています。そのため、MH-5000 s2086ではこれらの発光ピークが分離でき

ませんでした。 

 MH-5000 s2086で測定した貴金属(Au, Pt, Pd, Rh)単独液のスペクトル 参照。 

 

高分解能設定のハンディ元素分析器MH-5000 s2035を用いること

により、Au, Pt, Pd, Rhのピークの分離が可能になりました。 

 MH-5000 s2035で測定した貴金属(Au, Pt, Pd, Rh)混合液

のスペクトル 参照。 

固相抽出により Au, Pt, Pdの同時濃縮が可能になりました。 

 Au, Pt, Pd混合液の同時濃縮(PM-07)とMH-5000 s2035に

よる測定 参照。 

固相抽出による目的元素の分離・濃縮と、ハンディ元素分析器

MH-5000 s2035による測定を組み合わせることで、低濃度貴金属

の迅速測定を実現しました。 

 

MH-5000 2035、固相抽出（貴金属の同時濃縮）、MetaSEP AnaLig® PM-07（ジーエルサイエン

ス）  
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ハンディ元素分析器 MH-5000 

MH-5000 s2086 MH-5000 s2035 

樹脂 

分離： 目的元素を

選択的に樹

脂に吸着 

 

濃縮： 注入試料よ

り少量の溶

出液で溶出 
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 LEP: Liquid Electrode Plasma（液体電極プラズマ） 

 
MH-5000 s2086で測定した貴金属(Au, Pt, Pd, Rh)単独液のスペク

トル 

下表の貴金属を含む 4種類の測定液を記載の条件で測定し、スペクトルを重ねました。 

＜測定の概要＞ 

測定液、強発光ピーク、測定条件： 

測定液 強発光ピーク 測定条件 

Au 100 mg/L in 1 mol/L HCl 242.8, 267.6 nm 800 V, (ON: 3 ms / OFF: 50 ms) × 10パルス 

Pt 1000 mg/L in 1 mol/L HCl 265.9, 270.2 nm 930 V, (ON: 30 ms / OFF: 999 ms) × 10パルス 

Pd 1000 mg/L in 1 mol/L HNO3 340.5 nm 800 V, (ON: 3 ms / OFF: 50 ms) × 10パルス 

Rh 1000 mg/L in 1 mol/L HCl 343.5 nm 800 V, (ON: 3 ms / OFF: 50 ms) × 10パルス 

装置： ハンディ元素分析器MH-5000 s2086 

測定容器： 石英製 LepiCuve-C 

スペクトル： 
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Auと Ptのピーク、Pdと Rhのピークがそれぞれ近接しているため、MH-5000 s2086でこれらの混合

液を測定するとピークが区別できません。 

これら 4元素の混合液をMH-5000 s2035で測定しました。  
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 LEP: Liquid Electrode Plasma（液体電極プラズマ） 

 
MH-5000 s2035で測定した貴金属(Au, Pt, Pd, Rh)混合液のスペク

トル 

＜測定の概要＞ 

測定液： Au 200 mg/L, Pd 200 mg/L, Pt 400 mg/L, Rh 200 mg/L in 1 mol/L HNO3 

装置： ハンディ元素分析器MH-5000 s2035 

測定容器： 石英製 LepiCuve-C 

測定条件： 800 V, (ON: 7 ms / OFF: 100 ms)×10パルス 

スペクトル： 
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Auと Ptのピーク、Pdと Rhのピークが完全に分離しました。  
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 LEP: Liquid Electrode Plasma（液体電極プラズマ） 

 
Au, Pt, Pd混合液の同時濃縮(PM-07)と MH-5000 s2035による測

定 

ステップ 1 固相抽出を用いた Au, Pt, Pd同時濃縮 

使用したキレート樹脂：MetaSEP AnaLig® PM-07（ジーエルサイエンス） 

試料： Au 0.6 mg/L, Pd 6 mg/L, Pt 6 mg/L in 王水（酸濃度 12.2 mol/L）：廃棄物からの貴金属回収を

想定 

↓ キレート樹脂の使用条件に合わせるため、水で 6倍希釈 

Au 0.1 mg/L, Pd 1 mg/L, Pt 1 mg/L in 王水 6倍希釈溶媒：この液をキレート樹脂に注入 

ブランクとして、Au, Pt, Pdを含まない王水（酸濃度 12.2 mol/L）を水で 6倍希釈した液を同

様に固相抽出しました。 

 

 

ステップ 2 ハンディ元素分析器 MH-5000 s2035による Au, Pt, Pd定量 

測定液： ステップ 1で調製した液 

装置： ハンディ元素分析器MH-5000 s2035 

測定容器： 石英製 LepiCuve-C 

測定条件： 800 V, (ON: 7 ms / OFF: 100 ms)×10パルス 

コンディショニング 

水 5～10 mL 

2 mol/L HCl 5～10 mL 

試料の注入 

試料 200 mL 

注：1滴 / 1秒以下の速度で流します。 

洗浄 

水 5～10 mL 

0.1 mol/L HCl 5～10 mL 

溶出 

0.5 mol/Lチオ尿素 + 0.1 mol/L HCl 2 mL 

測定液の調製 

溶出液 2 mLに 6 mol/L HCl 0.66 mLを添加（濃縮倍率は 75倍になります。） 

注： 溶出液そのままでは発光強度が低いため、溶出液に HClを添加し、酸濃度を

1.5 mol/Lにしました。 

 

分析 

ハンディ元素分析器 MH-5000による元素分析（ステップ 2）へ 
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 LEP: Liquid Electrode Plasma（液体電極プラズマ） 

スペクトル： Au (0.1 mg/L), Pt (1 mg/L), Pd (1 mg/L)のピークが識別できました。 

Au, Ptピーク付近の拡大スペクトル 

 A: Au (0.1 mg/L), Pt (1 mg/L), and Pd (1 mg/L)混合液 

 B: Blank 
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Pdピーク付近の拡大スペクトル 

 A: Au (0.1 mg/L), Pt (1 mg/L), and Pd (1 mg/L)混合液 

 B: Blank 
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 LEP: Liquid Electrode Plasma（液体電極プラズマ） 

 参考：MH-5000 s2035で測定した Cuのスペクトル 

貴金属以外にMH-5000 s2035でピークが分離できる例として、Cuのスペクトルをご紹介します。 

Cuは水由来の大きなピークに近接する 324.8 nmおよび 327.4 nmの位置に発光ピークが存在します。 

MH-5000 s2035で測定すると、Cuのこれら 2つのピークは水由来のピークから完全に分離できます。 

 

＜測定の概要＞ 

測定液： Cu 200 mg/L in 2 mol/L HNO3 Cu 200 mg/L in 2 mol/L HNO3 

装置： ハンディ元素分析器MH-5000 s2086 ハンディ元素分析器MH-5000 s2035 

測定容器： 石英製 LepiCuve-C 石英製 LepiCuve-C 

測定条件： 800 V, (ON: 3 ms / OFF: 10 ms)×10パルス 800 V, (ON: 5 ms / OFF: 90 ms)×10パルス 

スペクトル： 
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左側に示したMH-5000 s2086では、OHピークに半ば覆われた Cu 327.4 nmピークが見えました。 

右側に示したMH-5000 s2035では、OHピークと Cu 324.8 nmおよび 327.4 nmピークが完全に分離

して見えました。  
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